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取扱説明書 

(偏圧書付き） 



このたびは、本機をお買いホめいただを、まことに 
あ0びとラございまず。 

♦ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」をよく 
お読みいたださ、正し < 使用して < ださい。 

♦この「取扱説明書」は、大切に保管してください。 
♦取扱説明書を紛失された場合は、お買い求めの 
販売店にご相談ください。 
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長年ご使用のサーキュレーターの点巧を 

♦モーターびラなるよラな異萬な音はしていまはんか？ 
♦焦げ臭いにおいはしていませんか？ 

♦モーターが異常に熱< なったりしていませんか？ 
•スイッチを入れたら、ちゃんと羽根は動をますか？ 

♦羽根の回転び遅くなったりしていませんか？ 

♦剩根はちゃんと回ってますか？異常な振動音を出しなびら 
回ってませんか？ 

♦電源コードを&れたり折り曲げたりしたら、動いたり 
動かなかったりすることはありませんか？ 

参スイッチを入れてを、動かない時はあ D ませんか？ 


1 愛情点検 

し y 上のようなを状の時は、使用を中止し、故障や 

口 

事故の防止のためおずお買いまめの販売店に 

点検をご相談ください。 


A 日 3-1 
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♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に巧ぎ、本機をを全に正し < 使用するために、必ずお守りいただく 
ことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。_ 


A 筒緻 DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容をおしています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示していまず。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表おを無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生び想定される内容を示しています。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 



この絵表示は、「禁止」されている 
内容です。 

OC 

この絵表示は、必ずしていただく 
「指お」内容です。 


♦説日月夕中の 「お願い」「お知6せ」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


么ち険 （ DANGER) 


♦異常時（こげくさい等）は、運転を停止して電源プラグをコンセントか 5 抜き、お買い巧めの 
販売店にご相談ください。 

異常のまま運嚴を続けると、故障や感電•火災の原因になりまず。 

また、長年使用された場合、経年劣化により部品に不具合がおこることがあります。 

その状態で使用を続けまずと、事故になるおそれがあります。定期的に点検を 

被頼してください。お買い求めの販売店にご相談ください。 j 


么警告 （ WARNING) 

♦電源は交流 100 VL ソがで使用しない。 

10日 VU (外の電源を使うと、電気部品が過熱したり、火災•感聖の f ^ 
原因にな0ます。 Iw 

禁止 

•包装用ポリ袋は幼児の手の届かない所に保管ずる。 

誤ってかぶったとを窒息し、死 t の原因になります。 ^ 

〇 


こ"-^如?师の届かない 
とこ到こ鴨ずる 

•羽根、フ□ントガードをつけずに運転しない。 

けがの原因になります。 

モーター軸び回り出し非常に危険です。 

0 

禁止 


♦水につけたり、水などをかけたりしない。 

また湿気のをい場所では使用しない。 

かなどびかひると、内部に浸水して絶縁努化による感電•ショートの 
原因になります。 

水などびかかった5、使用を中止して販売店の点検を受けてください。 


♦電源プラグは、ほこりび付着していないか確認し、ガタつきの 
ないよラに巧の根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電ゃ乂がの原因に 
なります。電源プラグにたまったほこりなどは定期的 （1 箇月口〜2回） 
に掃除をして < ださい。 
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告 （WARNING) 


参電源コードは、まねたり、弓 I つ張ったり、物をのせたり、加熱したり、 
加工したり、物と物との間にはさんだりしない。 

電源コードび破損する原因になります。 

傷んだまま使用すると感電や火災などの原因になります。 


♦フ□ントガード•リアガードのずを間や、可動部のずき間、フ□ントガード • 
U アガードの中にピンや針など金属物等、または指を入れない。 

内部にふれたり、異常過熱して乂災や感電•けがの原因になります。 


•電源 プラグを巧いて本機の運転を停止しない。 

感電や义災の原因になります。 


♦安全器のヒューズの巧わりに針金や銅線などを使わなし U 

故障や义災の原因になります。 


•可燃性ガスが発生ずる場所やたまる場所では使用しない。 

弓 I 乂して乂災の原因になることびあります。 


•本体に巧類や洗たく物等を、のせたり、近くに置かなし)。 

可動部にか！5まり、故障の原因になります。 



0 





LPG い 


がり 



0 

禁止 

0 

禁止 


0 


•改造はしない。また修理技術者 L ソ外の人は、絶対に分辭したり、修理- 
改造を おこなねない。 

义災•感電 • けびの原因にな0ます。 


参修埋は、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備があると、感電•火災等の原因に 
なります。 





〇 



A 注意 （ caution) 



♦電源プラグを巧くときは、電源コードを持たずに、必ず先端の電源 / 
プラグを持って巧く。 ^ 

電源コードをもって扳くとお線が破損してショート•感電•発火の ^ 
原因になりまず。 U/ 


•使用時 1 U がは、里 源 プラグをコンセントから巧く。 rf グ 

絶縁劣化による感電•漏電火災の原因になります。 I ィ 1 


♦電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるい 
ときは、使用しない。 

電源コードや電源プラグが異常に発熱し、溶けたり変形して、感輩•シヨート- 
発火の原因になりまず。また、コンセントの差し込みびゆるいと感じた 
時は工事業者に依頼してコンセントを取り替えてください。 
コンセントを交換してを異常に発熱している場合は販売店に修理 
_依頼してください。_ 

•次の場所では使わない。 

炎の立ち消え、引乂などして火災•感電の原因になります。 

•ガスレンジや石油ストーブに直接あてない。 

•雨や水しぶさのかかる所。 / 

•油、ほこり、金属粉の多い所。 _ 


♦風を長時間、か6だにあてない。 

健康を害することびあります。 

特に乳幼児、お年寄り、ご病気の方にはご注意ください。 / 


参持ち運びずるとをは、必ず取っ手でしっかりと持つ。 

手をすべ!5せて、落下の原因になります。 


•が出ずるときや、温室•飼育室などの人のいない場所では 
使用しない。 

予測でをない事故び発生するおそれびあります。 


♦障害物（カーテン等）の周固や不ま定な場所では使用しない。 

転倒して、羽根の破損や故障、けがの原因になります。 


参異常な振動び発生した場合は、使用を中止ずる。 

羽根やフ□ントガードびはずれて部品の落下、けびの原因にな0ます。 


•スピンナーは、使用中にゆるまないようにしっかり締め付ける。 

締め付けが不充分ですと、フ□ントガードと羽根が接触して網根割れの 
原因になります。 
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〇 

_指示 

〇 
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么注意に AUTION) 


•本化を無理やり上下をせない。本体を無埋やり回さない。 

動かなくなったらそれ的上は上下させないでください。 

また無理やり回さないでください。 

無理に動かずと、故障や破損のおそれがあります。 

羽根とフ□ントガードび接触したり、故障、羽根割れの原因になります。 

♦保管ずるとをは、お子様や器具の操作方法を巧5ない人などびふれない巧に 
保管ずる。 

けびや事故の原因となることびあります。 


§ 

〇 


•リモコンに使用する電她ま、指定切外の電池を使用しない。 

•電池の0と©を間違えて挿入しない。 

参電池は充電•加熱•分解•ショートや义の中に入れない。 

♦電池に表示されている r 使用推裝期限」を過ぎたり、使い切った 
電池はリモコンに入れておかない。 

♦種類の違ラ電池は使用しない。 

液漏れ、破裂したり、やけどやけびの原因になります。 

液漏れした液にご爪たときは、水でよく洗い流して、医師に相談して 
<ださい。 

本機に付着した場含は、直接液にみれないようにふき取ってください。 

•電池は、使えなくなった5、ずぐ取り出して処分してください。 

電池はお子様が誤って飲み込むとち険です。 

万一飲み込んだ場合は、すぐ医師に相談してください。 

♦保管ずるときは、電池を必ず抜いて保管してください。 
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ご使用方法 


A 警告 


レ羽根、フ□ントガードをつけずに運転しなし、。 

けがの原因になります。 

モーター軸び回り出し非常に危険です。 


参フ□ントガード•リアガードのすさ間や、可動部のずを間、 
フロントガード•リアガードの中にピンや針など金属物等、 
または指を入れない。 

内部にふれたり、異窜過熱して火災や感電’けびの原因に 
なります。 

♦電源プラグをおいて本機の運転を停止しない。 , 

感電や义災の原因になります。 




0 

_禁止 

0 

禁止 

0 


A 注意 


•電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みび 
ゆるいとさは、使用しない。 

電源コードや電源プラグが異常に発熱し、溶けたり変形して、 
感電•シヨート•発义の原因になります。また、コンセントの差し 
込みがゆるいと感じた時は工事業者に依頼してコンセントを 
取り曾えてください。コンセントを交換してを異常に発熱して 
しぶ場合は販売店に修理依頼してください。 

♦障害物 （カーテン等）の周囲や不安定な場所では使用しない。 
転倒して、羽根の破損や故障、けがの原因になります。 


〇 


しっかりと 



0 


• U モコンはていねいに扱ってください。落としたり水びかかったりずると、送信でさなく 
なることびありまず。 

•リモコンの受信距離は正面で 3 m 政下です。室内に電モ点灯形の照明器具がある場をは、 
受信距離が短くなることがありまず。 

参 U モコンの送信部を操作部の受信部に向けて操作してください。操作部の受信部];(がへ 
向けると動作しないことびあります。 

•リモコンの送信部と操作部の受信部との間に障害物があると作動しなしにとびあります。 

• U モコン操作をしてを作動しない場含、新しい1」チウム電池と交撰してください。 

♦ U チウム電池の寿命は通常の使いちで約1年です。ただし、電池の「使用推奨期限」に近い 
をのは、電池の交換時期び早くなります。同捆されている電池はおためし用ですので早く 
消耗することびあります。 

参電池を誤って使ラと、液漏れや破裂の危険びあります。電池のま意文をよく読み、次の点に 
お知目せ ま意してご使用ください。 

•万が一液漏れしたと动ま、よくふき取ってか!5、新しい電池を入れてください。 

•長期間 （1 箇月し: i 上）使用しないとをは、電池を取り出しておいてください。 

•電源プラグを差し込むとブヴー音び鳴ります。 

•電源プラグをコンセントに差した後の運転は、そよ風運転になります。 

♦電源プラグを抜かずに運転日 N / OFF をおこなった時は、1回前に切った状態をマイコンび 
記憶しています。再度「日1\1」にした時は、記憶されている状態彻タイマー運転は除く）で 
運転を開始します。ただし、電源プラグを抜いたときには、マイコンが記憶していた状態び 
消去されます。 

♦初めてご使用になるとさは、本体内部などから、塗料のにおいが発生することがありますが、 
ご使用にとちない、においが出なくなります。 

♦電源プラグをコンセントに差し込んだ状態で運乾を 「 OFF 」 にしても、マイコンなどの消費 
電力び約1 W あるため、操作部び暖かくなりますび異常ではありません。 
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r 体操作部で操作ずる場合つ 

♦本体操作では限られた操作しかでさません。通常はI」モコンで操作してください。 



♦「運転 ON/OFF. 風量切替ボタン」を押すと、電源び入り、運転状態になります。巧すごとに下図のように 
風量び切り曾わりまず。 

•「風量表示ランプ」びずベて消なしているとさび「切」状態でず。 



♦r 運転日 N/OFF ボタン」对甲すと、電源び入り、 
運転状態になります。 

♦運転中に「運転 ON/OFF ボタン」を巧ずと 
表示ランプび消无、すべての運転び停止しまず。 

風量切替ボタ:7 

•「風量切替ボタン」を巧すたびに風量び切り替わり 
「風量表示ランプ」び点灯します。 











SUMMER 運乾（夏モード) 



中 



- SUMMER 運転 
点口 



— SPRING/AUTUMN 運転—— 

点な 



•r 季節モードボタン」を巧すたびにモードび切り替わり r 季節モード表示ランプ」び点巧します。 

♦「季節モード」運転中は、室温検知部で測定される温度によって自動的に風量び切り替わるため、手動の 
風量調節はでさません。 






室温目安 


♦故意に温度検知部を温めたり、冷たくしたりすると、正常に温度検知できません。 
•温度検知部は、本体内にありますので実隙の室温とは異なりまず。 

♦お好みの風量で運範したい時には、風量切替ボタンで設定してください。 

•各モードの室温による停止中には「風量表示ランスび点灯しません。 













♦「節電 / u ズムボタン」を 
押して「節電 / U ズム表示 
ランスを点灯させると「節 
電運転」になります。 

•各風量の設定にて、ち図の 
よラに風量パターンが 
変化します。 



♦「節輩/リズムボタン」を 
巧して「節電/リズム表示 
ランプ」を点滅させると、 
風量びち図のよラに I 」ズ 
ミカルに変化ずる 
「1」ズム運転」になります。 

♦各風量の設定にて、ち図の 
よラに風量パターンが 
変化しまず。 


節電/リズムボタン 

♦運乾中に「節電/リズムボタン」対甲すたびに、 r 節電/リズム表示ランスび点灯または点滅して r 節電運転」、 
「 I 」ズム運転」を表示します。 


節 

巧 

巧 


—通常— 


—節巧運転——1 
点口 


—リズム運転——1 
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切タイマーボタン 


•タイマー設定中に電源プラグを掠いた場合や停電した場をは、設定が辭除されますので、 
初めから操作をやり直してください。 

♦「切タイマー」は運転停止中では設定でさませんので、運転中に「切タイマー」予約を 
してください。 


切タイマー 


•設定した時間が経過すると自動的に運転を停止します。 

1 . 「運転日 N / OFF ボタン」を巧して運転を開始します。 

2 . 「切タイマーボタン」を巧してお好みの時間「1 H ’2 H ’4 H •日 H 」 を設定してください。 

•「運範日 N / OFF 」 「風量切替ボタン」「モードボタン」でお巧みの設定にすることびでさます。 
•時間がたつと r 切タイマー表示ランプ」が切り醬わり、残りの時間を表おしまず。 

•設定時間が終わると、「切タイマー表示ランスが消灯■し、自動的に運転を停止します。 


切タイマーを取り消ず場合 


•「切タイマー表示ランプ」び消灯するまで r 切タイマーボタン」を押して切タイマーを取り消してください。 


風向きの変えかた 


A 警告 


A ま意 


>フロントガード•リアガードのずき間や、可動部のずき間、フロント 
ガード • U アガードの中にピンや針などを属物等、または指を入れ 
ない。 

内部にふれたり、臭萬過熱して乂災や感電•けがの原因になります。 


•障害物（カーテン等）の周囲や不ま定な場所では使巧しない。 
乾倒して、羽根の破損や故障、けびの原因になります。 


♦本体を無理やり上下させない。本化を無理やり回さない。 

動かなくなった5それ！;(上は上下させないで < ださい。 

また無理やり固さないで < ださい。 

無理に動かすと、故障や破損のおそれがあります。 

羽根とフ□ントガードび接触したり、故障、羽根割れの原因になります。 





§ 

0 


お知 S せ 


♦風向きを上下に変えるとさ、「カチッ」と音びします。 

これは角度調節した状態を確実に保持する為の動作音であり異常ではありません。 


■風向きを上下に変える場を 

♦運転を停止し、スタンド部分を片手でささえながら、本体を持って、 
お好みの角度にしてください。角度は本体が正面を向いている状態から 
4段階で上に向をます。 









A 警告 


•改造はしない。また修理技術者むがの人は、絶対に分觸したり、 
修理•改造をおこなわない。 

火災•感電 • けがの原因になります。 


>修理は、お買いホめの販売店にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•火災等の原因になります。 




分解禁止 

〇 


お手入れの隙はおず電源プラグをコンセントから振さ、けがをしないように手袋をはめて 
お願い おこなってください。また、本体は、水あらいやシンナ_、ベンジンなどで掃除しないで 
_ください。_ _ ノ 

( 本化の掃除） 

本体の巧れを城るま漏か中性洗剤を浸した柔らかい布をかたくしぼってふさ取り、その機、乾いたやねらかい 
巧でからぶきします。惟いた巧で強くこすると傷びつきます。） 

r フ□ントガード•羽根の掃除） フ□ントガード 


フ□ントガードのツ方は本体巧部政がの位置では 
本体に接触し取付けでさません。無理に取り付けると 
I I 本体の破損や故障、ケガの原因になります。 J 



①本体び停止して、羽根が止まっていることを確認しまず。 

( D 図のように指を差し込んで、内側にたねませながら 
フ□ントガードを引っ張ります。 

® 羽根をしっかり持って、スピンナーを「時計回り」に 
回してはずしまず。 

® 本体をしっかりささえ、羽根の中む部分を持ちなび 
ら弓 I つ張り、はずしまず。 



モ-タシャフトのの_1 
羽根の中むの「0」 / 


し 漏 


スピンナ — 


スピンナー/ 


⑥城るま湯か中性洗剤を浸した柔5かい布でみき取り、 
その後、棄6かい乾いた巧でからぶをします。 

( D 掃除が終わった6、 モータシャフトの 「□」 と 羽根の 
中むの「0」部分をあわせ差し込みまず。 

③羽根をしっかり持って、スピンナーを「反時計回り」 
に回して取り付けます。 


( D フ□ントガードの「▼」と切りかを部をフ□ントカバーの 
实部に合わせます。ツ;を本体巧部 （3 ケ所）にあわせ、 
本体に取り付けます。 

( D 本体を押さえたままフ□ントガード全体を巧さえて、 
フ□ントガードの突起部と本体の目印を含わせて 
しっかりと取り付けます。 



1箇月に1〜2回、電源プラグをコンセントか5抜いて、付 


t 着したほこりやミちれを取り除いてください。 

mk 





Oj モコンの電池交換のしかた） 

1 . U モコン裏面ツ;><の部分を軽く巧しなが!5、ミゾに指をかけて 
引さ出します。 

2 . ちい電池を取り出して、新しい電池に R 202己 3 V ) を 
「+」面を上にして本体にはめ込みます。 

3 . カバーを本体に納めまず。 


簡単な故障 • 異常の見分けかた 


r m ^ 


処置 ' 

原因 

運転操作をしてち 
羽根が回6ない 

♦停電していませんか？ 

♦停電復帰後に電源プラグを 
コンセントに差し込む 

♦電源プラグがコンセントか5振けていませんか？ 

•電源プラグをコンセントに 
差し込む 

♦羽根とフ□ントガードび当たっていませんか？ 

♦正しく組み付ける 

•1」 モ コンの電池び古くなっていませんか？ 

♦新しい電池と入れ替える 

においびする 

♦初めてご使用になるときは、本体内部などか5、塗料 
などのにおいび発生ずる事びありますび、ご使用に 
とおないにおいび出な < なります。 


羽根びとをどを 
止まりそうになる 

♦ r 弱風 U ズム運転 j または r そよ風リズム運転」または 
「節電運転」ではありませんか？ 

• r 弱風1」ズム運転」または 
「そよ風 U ズム運転」または 
「節電運転」は羽根び止まる 
制御をしていますので、 
異常ではありません 

操作部や モーター 
部び暖かい 

♦運転中は、少し熱を帯びますび異常ではありません。 
•待機中でおマイコンの消費電力でみし熱を帯びまず 
ので、異萬ではありません。 


異音がする 

•羽根はしっかりと固定されていますか？ 

♦正しく組み付ける 

•フ□ントガードはしっかりと固定されていますか？ 

♦正しく組み付ける 

•羽根とフ□ントガードび当たっていませんか？ 

•正しく組み付ける 

本体がぐ5つく 

♦傾いた塌所に置いて運転していませんか？ 

♦安定したホ:平な場所で 
使用する ) 


上記処置をおこなってを直5ないとさは、お買い求めの販売店にご相談ください。 



長年ご使用のヴーキュレーターの点検 


•モーターびラなるよラな異常な音はしていませんか？ 

♦焦げ臭いにおいはしていませんか？ 

♦モーターび異常に熱 < なった0していませんか？ 

♦スイッチを入れたら、ちゃんと羽根は動去まずか？ 

•羽根の回転が遅くなったりしていませんか？ 

♦羽根はちゃんと回ってますか？異常な振動音を出しなびら回ってませんか？ 

•電源コードをふれたり折り曲げたりしたら、動いたり動かなかったりずることはありませんか？ 
•スイッチを入れてを、動かない時はありませんか？ 



愛情点検 


し:!上のような症状の時は、使用を中止し、故障や事故の防止のため必ずお買いまめの販売店に 
V J 点検をご相談ください。 
















保管のしかた 


A 注意 



♦使巧時 L ソ州ま、電源プラグをコンセントか目巧<。 

絶縁祟化による感電•漏電火災の原因になりまず。 


•保管するときは、お子様や器具の操作ち法を巧5ない人などがふれない 
所に保管する。 

けびや事故の原因となることびあります。 


C 

電想プラグを巧く 

〇 

指示 


① 「杉手入れ のしかた1 にしたがって、手入れをしてください。 

( D お買いホめのときの包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気のみない所に保管してください。 
( D 取扱説明書は大切に保管してください。 


























•この製品には保証書びついています。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容を 
ご確認のラえ、大切に保管してください。 

•保証期間はお買い求めの曰から1年間です。 

保証書の記載内容によりお買い求めの販売店が修理いたします。 

なお、保証期間中でを有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。 

♦保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

修理によって機能が維持でさる場合は、お客様の要望により修理いたします。費用など詳しいことは 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

当社は、販売店か5のを文により、補修用性能部品を販売店に供給します。 

•ヴーキュレーターの補修用性能部品の保有期間は、製造巧切り後8年でず。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


アフターサービスについて 


A 警告 


♦改造はしない。また修理技術ち L ソがの人は、絶対に分稱したり、 
修理•改造をおこなわない。 

火災•感電•けがの原因になります。 


♦修理は、お買い求めの販売店にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備があると、感電•火災等の原因に 
なります。 




③ 

分解禁止 

〇 


使用中に異常が生じたときは、直ちに電源プラグを抜き、お買い 
求めの販売店に修埋を依頼してください。 

アフター ヴ—ビスをお申しつけいただくと きは、 ちのことをお知らだ 
ください。 


型 式… FC - 200 TR 
故障状態…できるだけ詳しく 
ごちを•ごほ巧•お電話番号 


♦アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お質いホめの販売店または別紙の 
客様相談窓口一覧1 にご相談ください。 

•ご贈答、ご転居により、お買いずめの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、前もって 
販売店にご相談<ださい。ご転居先での当社製品取扱店を紹介させていただきます。 


お客様相談窓口 


m 


株式会社 i - ai-s 

ホームぺージ http://www.toyotomi.jp 

本社干4巨 7-0855 

名ち屋巿瑞穂区桃園町日番17号 
フリーコール 0] 2日-]日4-]己4 
TEL 〈日已2>822-1144 
FAX く〇已2〉 822-2742 












本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなラことをお約束ずるをのでず。 - 

お買いまゆの日から下記期間内に故障び凳生した場をは、本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店に修理をご依頼くださし、。 

型式 FC -200 TR 保証期間お買いホめ日より 1 年間]※販売店を•往巧•電話番号 

※お買い巧め曰 年月 曰 

※ぉぎ様 ご芳名 _1 

で□□口田 □ 


ご住所 


〔雷話 _ ( _ ) __り _ 

(如剛こ記 A がない、あるいは購人.娜いを圃するものびない塌创ま株式会社貧韻] II 棚曾禪进飄頂 
巧タカとなりますから必ずご確認^たさい。） 

【無料修理規定】 


1. お買いホめ曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体 
貼付ラベル等のま意害にがった正常な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買い求めの販売店または 
当社び無料修理致します。 

2 . 無料修理をお受けになる場合は、本蕾あるいは購入曰- 
支拉いを記明するものをご提示のうえ、お買い求めの販売店 
まには当社にご依頼ください。 

3. ご乾居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を巧頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせくださし、。 

4. 保証期間内でを、次の塌合は有料になります。 

(イ）取扱説明藝、本体貼付ラベル等の注意蕾にがわない 
使用上の誤り、及び不当な修理や助造による故障及び損傷。 

(□) お質いホめ後の本機の転倒、落下、衝坚尊による故障なび 
損協。 

( A ) 义が、地 巧、 水害、落雷、その他の天災地変、公害による 
故障及び損傷。 

(二）一般家庭用がが（例えば、業務用の長時間使用、車両’ 
敞舶への搭載など）に使巧された場合の故障及び損傷。 

(ホ）本害のご提示びない場合。 

(へ） 本書にお買い求め年月曰 • お客様ち‘販売店名の記入の 
ない場合、または宇句を書を曾えられた攝合。通信販売等で 
購入され、それを罰明ずる商品のを D 状•支化明細書の 
提示びない場合。 

C 卜）部品の消賴こよる部品交換及び六ンテナンスの費用。 

5. 本書は曰本国巧においてのみ有効です。 

6 . 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に 
保管してください。 


•この保証書は、本書に明をした期間、条件のをとにおいて 
無料修理をお約束するをのです。従つてこの保証蜜によつて、 
保証暫を誇行している者（保罰寅任者）、及びそれ拭外の 
事業青に対するお客様の法律上の権利を制限するをのでは 
ありませんので、保罰期間絕過後の修理等についてご不日月 
の場合は I お質い求めの販売店または、最畜りの当社ま店 • 
営業所にお間い合わせください。 

♦保証期間経過鞭の修理、補修用性能部品の保有期間について 
詳しくは、取扱説明曹の r 保証とアフターサ—ビス」の項を 
ご巧ください。 

•お客様の個人情報は、当社規定により、廠格に管理しまず。 
保-証期間巧のサービス活動、及びその後の巧全点検活動の 
ために利用ごせていただく攝合びありまずので、ご了承 
くださし、。 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 

型 式 I FC -200 TR 


お買いホめ年月日 


お買い求め店名 


(電話番号) 





